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＜連絡事項＞
・年末年始用に特別常備薬(カロナール錠10錠、ロキソプロフェン錠10錠、PL 8包、グリセリン浣腸1本、アンヒバ坐薬 5本)が病棟に上がってきています。Bユニット詰所の常備薬の棚(アンヒバ坐薬は冷所保存)にある為、使用時には都度指示受け・処方をしてもらうよう周知お願いします。
＜入院・入室状況＞
【入院】
・千葉　光広様：東Aユニット16号室
【ユニット移動】
・工藤　町子様：東Cユニット5号室→東Bユニット3号室

【転出】
・若松　邦生様：東Dユニット17号室→西Aユニット47号室
【転入】
・竹洞　総子様：西Aユニット47号室→東Dユニット17号室
＜患者様連絡事項＞
・飯田　修子様～排便-7日目にて主治医へ報告し、ケンエーG浣腸60ml 1本処方となる。又、不穏時のリスペリドン内用液(2)1Pと胃痛時のFK散1Pの残薬少ない為、それぞれ20回分ずつ処方となる。本日10:30～1/1 15:00まで自宅外泊の為、10:30当院出発予定だったが、娘様が来院されず、昼食後に外出となる。
・藤井　孝蔵様～点滴は昨日分で処方切れあり、深澤Drへ報告し、同内容で9日分処方となる。
・稲荷　幸七様～抗生剤の点滴は本日分で処方切れあり、深澤Drへ報告し、同内容で3日分処方となる。
・中村　ヨシ様～不眠時のルネスタ(1)1Tの残薬少ない為、深澤Drへ報告し、15回分処方となる。
・小向　静江様～点滴は本日分で処方切れあり、深澤Drへ報告し、同内容で8日分処方となる。又、不眠時エスタゾラム(2)1Tも残薬少ない為、10回分処方となる。
・岩城　実様～不眠時のブロチゾラム(0.25)1Tの残薬少ない為、深澤Drより10回分処方して頂く。
・吉島　知寿子様～腹痛時のテプレノンカプセル(50)1capが残薬少ない為、深澤Drへ報告し、10回分処方となる。
・袴田　将志様～不眠時のハルラック(0.125)1T+レボトミン(25)1Tの残薬少ない為、深澤Drへ報告し、14回分処方となる。

・若松　邦生様～持参薬のインヴェガが1/2迄で処方切れと他持参薬も1/5で処方切れあり、主治医へ報告し、インヴェガは14日分、他持参薬は10日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。衣類やおやつ等の私物要求頻回だが、説明には素直に応じている。不穏さなく対面時穏やか。11:17他者の唸り声に落ち着かなくなり来詰。継続指示ロラゼパム(0.5) 2T + リスペリドン内用液(1)1P内服する。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　龍矢様～時間隔離中。自室で静かに過ごされている。不穏さや興奮なく対面時穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・千葉　光広様～10:15東Aユニット16号室へ医療保護入院となる。バイタル異常なし。声量低いが疎通良好。幻視、幻聴の訴え聞かれるが、行動化する事無く、自室で過ごされている。帰宅要求はない。
・和田　昌様～各食2/3摂取。対面時やや高圧的な言動あり。介入に対する拒否抵抗ないが依存的。オムツ外し見られ介入している。
・惠茂田　義春様～私物等の確認行為頻回。説明にも理解乏しい。落ち着きなくホール内の様子を伺っている。9:17頓服薬希望あり、継続指示ジアゼパム(5)　　1T内服する。
・藤井　孝蔵様～日勤帯での発熱や他バイタル異常は無く、指示の点滴もトラブル無く施行している。妄想発言無く、対応も落ち着いている。
・山中　美穂様～食事は自力で各食1/2摂取。体温36.8～37.4℃、頻脈・血圧やや高値あるが、不調の訴え・悪寒は無く、クーリングで対応している。
・小向　静江様～食事は疼痛や筋硬直訴え、自力摂取出来ず、介助で各食1/3～数口摂取。点滴はトラブル無く施行。
＜入院患者様情報＞
日　　時：R1.12.30　10:15

氏　　名：千葉　光広（ちば　みつひろ）様

生年月日：昭和40年4月22日(54歳)

病　　名：統合失調症

性　　別：男性

主 治 医：田名部Dr(診察医:深澤Dr)

入院形態：任意入院

病　　棟：東病棟Aユニット16号室

(経過）

 R1.12.30　22:50青山荘高橋氏より架電。トイレのタンク内を壊したところを発見したと報告あり。11.2頃から、青山荘のトイレや洗面所等の設備が意図的に壊されており、精神状態不安定さがみられ、12.25に臨時受診し薬剤調整していたとの事。夜間睡眠や精神状態不安定での相談。当直医深澤Drへ報告し、就床前薬を再度服用するよう指示あり、高橋氏へ伝える。薬にこだわりがある入居者様である為、服薬拒否ある場合は再度相談するとの事で終話する。23:40高橋氏より架電、訪室時眠っていた為服用させていないが、いつも2:00～3:00には覚醒するとの情報あり。当直医深澤Drへ報告し、再度就床前薬(2種類)服用の指示を受け、高橋氏へ報告すると了解され終話。0:40青山荘高橋氏より架電。0:20覚醒あり、当直医指示であった就床前薬を再度服用させたが、今後やはり青山荘での生活には不安があり、今回はトイレのタンクだったが、ガス栓や灯油線、電気類を弄られると、他の利用者様への影響もあるので、当院受診し入院を相談したいとの希望あり、8時以降外来の方へ連絡するよう依頼する。又、夜間何かあった場合は、再度連絡頂きたい旨伝え、終電する。R1.12.30当院受診。深澤Dr診察にて入院加療の説明に対して同意得られた為、10:15任意入院となる。
